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今議会には、20年度予算関係14件、補正予算４件、条例関係13件、人事案件２件、その

他案件２件の35件が執行部から上程され、議員提出議案として、土岐市議会委員会条例の

一部改正、意見書３件を提出しました。また、12月議会に上程されました決算（一般会

計・特別会計）の認定11件は、２月26日の本会議で、認定しました。

人事案件につきましては、３月５日の本会議において、人権擁護委員の候補者推薦につ

き意見を求めるについて、選挙管理委員の選挙の２件が上程され、選挙管理委員に水野鐵

郎さん、中嶋太郎さん、鵜飼すみ江さん、市橋詔二さんを選出しました。

予算関係、条例関係、その他の案件は、各常任委員会に付託され、３月10、12、13、14

日に審査し、３月21日の本会議において、すべて原案どおり可決しました。

各常任委員会の審査内容は、以下のとおりです。

平成20年第１回土岐市議会定例会報告

平成20年第１回定例会のあらまし

第
二
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ
れ
ま

し
た
案
件
の
主
な
審
査
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
「
平
成
二
十
年
度
土
岐
市
一
般
会
計
予
算

中
、
歳
出
の
部
所
管
部
分
に
つ
い
て
」
は
、

「
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
費
で
奨
励
金
を
交
付
す

る
こ
と
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果
、
目
的

が
あ
る
の
か
」
と
の
質
疑
が
な
さ
れ
、「
市

民
に
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
促
進
し
、
循
環
型
社

会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
あ
る
」
旨

の
答
弁
が
あ
り
、
続
い
て
「
商
工
振
興
費
の

美
濃
焼
デ
ザ
イ
ン
振
興
事
業
に
つ
い
て
、
事

業
の
目
的
は
」
と
の
質
疑
が
な
さ
れ
、「
美

濃
焼
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
た
め
に
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
育
成
を
図
る

こ
と
。
ま
た
、
企
業
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
に
対

す
る
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
経
営

の
あ
り
方
ま
で
踏
み
込
ん
だ
講
習
会
等
を
開

催
し
て
い
き
た
い
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
、
続

い
て
「
国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
美
濃

負
担
金
に
つ
い
て
、
こ
の
負
担
金
は
、
事
業

効
果
が
あ
る
の
か
。
土
岐
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
」
と
の
質
疑
が
な
さ

れ
、「
海
外
か
ら
の
来
訪
者
も
あ
り
、
一
定

の
効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
二
十

年
度
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
首
長
や
担
当
者

の
会
合
で
、
十
分
協
議
を
重
ね
、
実
施
し
て

い
く
。
国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
三

年
に
一
度
の
開
催
で
あ
り
、
今
回
の
評
価
を

し
な
が
ら
今
後
検
討
し
て
い
く
」
旨
の
答
弁

が
あ
り
、
続
い
て
「
道
路
橋
梁
維
持
費
の
原

材
料
費
に
つ
い
て
、
現
物
支
給
は
あ
く
ま
で

市
道
に
限
る
の
か
」
と
の
質
疑
が
な
さ
れ
、

「
公
共
性
の
あ
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
市

道
以
外
で
も
要
件
を
満
た
せ
ば
支
給
し
て
い

る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
、
続
い
て
「
建
築
住

宅
総
務
費
の
委
託
料
に
つ
い
て
、
耐
震
診
断

の
見
込
み
件
数
を
五
十
件
と
し
た
根
拠
は
」

と
の
質
疑
が
な
さ
れ
、「
二
十
年
度
か
ら
個

人
負
担
が
な
く
な
り
診
断
料
が
無
料
と
な
る
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た
め
、
前
年
度
よ
り
増
加
を
見
込
ん
だ
も
の

で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
、
続
い
て
「
青

少
年
育
成
費
つ
い
て
、
大
幅
な
予
算
増
額
と

な
る
要
因
は
」
と
の
質
疑
が
な
さ
れ
、「
放

課
後
教
室
を
現
在
の
四
校
に
加
え
、
新
た
に

土
岐
津
小
学
校
と
肥
田
小
学
校
で
も
実
施
す

る
。
ま
た
、
泉
小
学
校
の
指
導
員
を
一
名
増

員
し
て
、
子
供
の
安
心
安
全
な
居
場
所
づ
く

り
を
充
実
し
て
い
く
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
、

続
い
て
「
放
課
後
教
室
の
今
後
の
予
定
に
つ

い
て
」
質
疑
が
な
さ
れ
、「
二
十
一
年
度
に
、

下
石
小
学
校
、
曽
木
小
学
校
、
鶴
里
小
学
校

を
計
画
し
て
い
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

▼
「
平
成
二
十
年
度
土
岐
市
曽
木
地
区
市
有

林
管
理
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
」
は
、
執

行
部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
二
十
年
度
土
岐
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
」
は
「
繰
り
上
げ
償

還
す
る
予
定
だ
が
、
補
償
金
は
あ
る
の
か
」

と
の
質
疑
が
な
さ
れ
、「
今
回
の
繰
り
上
げ

償
還
制
度
は
、
補
償
金
が
な
い
」
旨
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
二
十
年
度
土
岐
市
交
通
災
害
共
済

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
」
は
「
自
治
会
、

女
性
の
会
等
に
委
託
し
、
加
入
促
進
に
努
め

ら
れ
た
が
、
加
入
者
の
推
移
は
」
と
の
質
疑

が
な
さ
れ
、「
平
成
元
年
、
加
入
者
は
、
四

万
九
千
四
百
三
十
九
人
、
加
入
率
七
五
・

四
％
、
平
成
十
八
年
個
人
納
付
に
な
っ
て
か

ら
は
、
加
入
者
二
万
四
千
五
百
七
十
四
人
、

加
入
率
三
八
・
七
％
、
平
成
十
九
年
度
は
一

月
末
現
在
で
、
加
入
者
二
万
二
千
二
百
三
十

八
人
で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
二
十
年
度
土
岐
市
自
動
車
駐
車
場

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
」
は
、「
駐

車
場
の
管
理
人
は
ど
の
よ
う
な
方
を
雇
用
し

て
い
る
か
」
と
の
質
疑
が
な
さ
れ
、「
駅
前

駐
車
場
は
、
障
が
い
者
の
方
を
四
名
、
駅
西

駐
車
場
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

六
名
ほ
ど
雇
用
し
て
い
る
」
旨
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
二
十
年
度
土
岐
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
」
は
、「
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
今
後
ど
う
推
移

し
て
行
く
か
」
と
の
質
疑
が
な
さ
れ
、「
今

年
度
は
、
千
八
百
五
十
七
万
四
千
円
で
あ
る

が
、
将
来
的
に
は
、
公
債
費
償
還
が
生
じ
、

三
千
万
円
程
度
に
な
る
と
予
想
し
て
い
る
」

旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
二
十
年
度
土
岐
市
水
道
事
業
会
計

予
算
に
つ
い
て
」
は
、「
第
七
次
拡
張
工
事

に
つ
い
て
」
質
疑
が
な
さ
れ
、「
泉
北
配
水

池
外
面
補
修
工
事
一
千
四
百
五
十
万
円
、
妻

木
受
水
池
の
屋
根
補
修
工
事
、
七
百
十
万
円

を
予
定
し
て
い
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

▼
「
平
成
十
九
年
土
岐
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
五
号
）
中
歳
出
の
部
所
管
部
分
に
つ

い
て
」
は
、
執
行
部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

▼
「
平
成
十
九
年
度
土
岐
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て
」

は
、
執
行
部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
十
九
年
度
土
岐
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て
」
は
、
執

行
部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
土
岐
市
企
業
立
地
促
進
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
は
、
執
行
部
か

ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
土
岐
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
は
、「
基
本
料

金
の
減
少
と
な
る
の
で
は
」
と
の
質
疑
が
あ

り
「
八
百
五
十
万
円
の
減
収
を
見
込
ん
で
い

る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
土
岐
市
立
小
中
学
校
設
置
に
関
す
る
条

例
及
び
土
岐
市
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
は
、
執
行
部
か
ら

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
附
帯
控
訴
の
提
起
に
つ
い
て
」
は
、

「
一
審
の
判
決
が
で
て
い
る
状
況
で
、
そ
れ

を
覆
す
だ
け
の
新
た
な
証
拠
が
あ
っ
た
の

か
」
と
の
質
疑
が
な
さ
れ
、「
原
告
は
一
審

の
判
決
を
不
服
と
し
て
、
名
古
屋
高
等
裁
判

所
へ
控
訴
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
県
と

市
と
も
問
題
が
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
お

り
、
協
議
す
る
中
で
附
帯
控
訴
を
す
る
」
旨

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
」
は
、

「
通
り
抜
け
の
で
き
な
い
市
道
が
あ
る
が
、

特
例
な
の
か
」
と
の
質
疑
が
な
さ
れ
、「
市

道
認
定
は
四
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
両
端
又
は

一
端
が
公
道
に
接
し
、
通
り
抜
け
が
可
能
で

あ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
検
討
し
た
結

果
、
こ
の
道
路
は
公
共
、
公
益
的
な
施
設
に

連
絡
す
る
道
路
で
あ
る
の
で
認
定
す
る
」
旨

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

﹇
審
査
結
果
﹈
▼
平
成
二
十
年
度
土
岐
市
一

般
会
計
予
算
中
、
歳
出
の
部
所
管
部
分
▼
平

成
二
十
年
度
土
岐
市
曽
木
地
区
市
有
林
管
理

特
別
会
計
予
算
▼
平
成
二
十
年
度
土
岐
市
下

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
▼
平
成
二
十
年
度

土
岐
市
交
通
災
害
共
済
特
別
会
計
予
算
▼
平

成
二
十
年
度
土
岐
市
自
動
車
駐
車
場
事
業
特

別
会
計
予
算
▼
平
成
二
十
年
度
土
岐
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
▼
平
成
二
十

年
度
土
岐
市
水
道
事
業
会
計
予
算
▼
平
成
十

九
年
土
岐
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
五
号
）

中
歳
出
の
部
所
管
部
分
▼
平
成
十
九
年
度
土

▲妻木小学校での放課後学級
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岐
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）
▼
平
成
十
九
年
度
土
岐
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
▼
土
岐
市
企
業

立
地
促
進
条
例
の
一
部
改
正
▼
土
岐
市
水
道

事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
▼
土
岐
市
立
小

中
学
校
設
置
に
関
す
る
条
例
及
び
土
岐
市
立

幼
稚
園
条
例
の
一
部
改
正
▼
附
帯
控
訴
の
提

起
▼
市
道
路
線
の
認
定
《
全
議
案
全
会
一

致
・
原
案
可
決
》

第
一
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ
れ
ま

し
た
案
件
の
主
な
審
査
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
「
平
成
二
十
年
度
土
岐
市
一
般
会
計
予
算

中
歳
入
の
部
全
部
・
歳
出
の
部
所
管
部
分
・

そ
の
他
所
管
部
分
に
つ
い
て
」「
歳
入
の
部
」

で
は
「
市
税
の
個
人
市
民
税
に
つ
い
て
、
所

得
割
が
減
額
し
た
要
因
に
つ
い
て
」
質
疑
が

な
さ
れ
、「
団
塊
世
代
の
退
職
等
を
考
慮
し

な
が
ら
、
前
年
度
と
比
べ
二
百
五
十
三
人
の

納
税
義
務
者
数
の
減
少
を
見
込
ん
だ
た
め
」

と
の
答
弁
が
あ
り
、
続
い
て
「
暫
定
税
率
を

廃
止
し
た
場
合
の
土
岐
市
の
影
響
は
」
と
の

質
疑
が
な
さ
れ
、「
自
動
車
重
量
譲
与
税
、

地
方
道
路
譲
与
税
及
び
自
動
取
得
税
交
付
金

の
減
額
と
、
土
木
費
補
助
金
の
道
路
橋
梁
費

補
助
金
の
減
額
を
合
わ
せ
て
、
二
億
七
千
六

百
七
十
万
円
の
減
収
と
な
る
」
旨
の
答
弁
が

あ
り
、
続
い
て
「
歳
出
の
部
」
で
は
「
防
災

無
線
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」
質
疑
が

な
さ
れ
、「
防
災
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
化
に
更

新
し
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
市
役
所
に
あ
る

親
局
及
び
活
動
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
中
継
局
設

備
を
更
新
し
、
鶴
里
町
内
と
曽
木
町
内
に
再

送
信
施
設
を
設
置
し
、
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実

験
を
実
施
し
て
い
る
。
二
十
年
度
は
、
新
設

十
二
本
、
更
新
は
五
十
本
予
定
し
て
い
る
」

旨
の
答
弁
が
あ
り
、
続
い
て
「
生
活
保
護
費

に
つ
い
て
、
扶
助
費
が
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
生
活
保
護
の
方
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る

の
か
」
と
の
質
疑
が
な
さ
れ
、「
約
千
七
百

万
円
の
減
額
で
あ
る
が
、
直
近
の
推
移
で
み

る
と
対
象
者
数
は
減
っ
て
い
な
い
。
扶
助
費

は
減
少
傾
向
に
あ
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
、

続
い
て
「
幼
稚
園
、
保
育
園
に
設
置
予
定
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
設
置
す
る

の
か
」
と
の
質
疑
が
な
さ
れ
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

本
体
は
大
人
用
も
子
供
用
も
同
じ
で
あ
る

が
、
子
供
用
の
パ
ッ
ト
が
装
着
し
て
あ
る
も

の
を
設
置
す
る
」旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

質
疑
終
了
後
、
討
論
に
入
り
「
交
付
さ
れ

る
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
使
途
に
問

題
が
あ
る
。
一
般
財
源
や
交
付
金
の
削
減
な

ど
の
影
響
で
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

を
充
当
し
て
予
算
を
組
ん
で
い
る
。
人
件
費

等
に
使
途
す
る
予
算
や
今
後
交
付
さ
れ
続
け

る
こ
と
を
懸
念
し
て
こ
の
予
算
に
反
対
す

る
」
と
の
討
論
が
あ
り
、
続
い
て
「
適
正
に

予
算
編
成
さ
れ
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
厳
し

い
予
算
配
分
の
中
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
等
、

多
く
の
事
業
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

財
政
健
全
化
に
対
し
て
も
工
夫
が
見
ら
れ
、

こ
の
予
算
に
賛
成
す
る
」
と
の
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。

▼
「
平
成
二
十
年
度
土
岐
市
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
」
は
、

「
夫
婦
で
年
金
生
活
者
で
あ
る
方
で
、
一
方

が
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
移
行
し
、
他
一

方
が
、
国
民
健
康
保
険
の
場
合
、
保
険
料
の

計
算
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、
障
害
者
の

方
も
ど
う
な
る
の
か
」と
の
質
疑
が
な
さ
れ
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
一
人
ず
つ

で
計
算
す
る
。
国
保
料
は
、
一
人
世
帯
で
計

算
す
る
が
、激
変
緩
和
措
置
を
設
け
て
お
り
、

障
が
い
者
の
方
も
同
じ
緩
和
措
置
が
適
用
さ

れ
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
、
質
疑
終
了
後
、

討
論
に
入
り
「
七
十
五
歳
以
上
の
方
の
保
険

を
別
枠
で
創
設
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
な
い

の
で
反
対
す
る
」
旨
の
討
論
が
あ
り
、
続
い

て
「
現
役
世
代
と
の
不
公
平
感
を
な
く
す
た

め
の
制
度
で
あ
る
た
め
、
新
た
に
予
算
化
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
国
の
新
し
い
制
度
を
受

け
入
れ
な
け
れ
ば
七
十
五
歳
以
上
の
方
々
の

医
療
に
支
障
を
き
た
す
た
め
賛
成
す
る
」
と

の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
二
十
年
度
土
岐
市
病
院
事
業
会
計

予
算
に
つ
い
て
」
は
、「
現
在
、
空
い
て
い

る
病
棟
、
病
床
が
あ
る
が
、
慢
性
期
病
棟
等

の
目
的
で
使
用
は
考
え
て
い
な
い
の
か
」
と

の
質
疑
が
な
さ
れ
、「
医
師
、
看
護
師
が
不

足
す
る
中
、
現
在
の
急
性
期
医
療
の
維
持
を

し
て
い
く
こ
と
が
最
優
先
で
あ
る
の
で
困
難

で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
土
岐
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」は
、

「
今
回
の
福
祉
医
療
で
、
子
ど
も
の
医
療
費

を
中
学
校
三
年
生
ま
で
、
外
来
も
含
め
、
無

料
に
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
あ
り
が
た
い

が
、
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
も
、
福
祉
医
療

の
助
成
対
象
に
で
き
な
い
の
か
」
と
の
質
疑

が
な
さ
れ
、「
こ
の
福
祉
医
療
制
度
の
対
象

者
は
、
乳
幼
児
等
、
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
で
あ
り
、
高
齢
者

に
つ
い
て
は
、
規
定
し
て
い
な
い
」
旨
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
質
疑
終
了
後
、
討
論
に

入
り「
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
に
は
、

感
謝
す
る
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お

い
て
、
今
ま
で
被
扶
養
者
で
あ
り
、
新
た
に

保
険
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
方
に
つ
い

▲土岐津中学校に設置されたＡＥＤ

第
一
常
任
委
員
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